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 皆様からの寄付金を活用させていただく「ぎふハチドリ基金２０２０年度助成事業」の採

択団体が決定しました。  

 ３月～４月に予定していた募集説明会が中止になり、緊急事態宣言の中、対面の個別相談

ができない状況となり、どのくらい応募があるのか心配でしたが、例年とあまり変わらない

採択数となり、助成金額は３００万を超えました。 

 ６月２４日に採択団体の発表と説明会を開催しました。 

 コロナ対策のため会場の人数制限があり、採択団体だけを集めた会となり、寄付者、応援

団の皆様には来ていただくことができませんでした。 

 記念撮影もできず残念でしたが、採択団体の皆さんには、団体と助成対象事業の紹介をしていただき、子どもたち、若者たちに対する

温かい気持ちと、支援活動にかける熱い思いを共有することができました。 

これから３月末まで、岐阜県各地でさまざまな事業が実施されます。どうぞよろしくお願いいたします。 

採択団体と事業の内容、助成予定額は以下の通りです。 

ぎふハチドリ 検索 http://gifunpo-fund.org     Ｆacebook https://www.facebook.com/gifu.hachidori 

2020年度助成事業が決定しました！ 全17件 助成総額 3,139,856円 

＜採択事業＞ 

【A-１事業助成】申請数7件 採択数7件 合計1,773,550円  
①NPO法人心をつなぐホースセラピーぐりん・はあと（本巣市） 

 生きづらさを抱えた子どもたちの自然体験活動「ぴのきお」 〔255,000円〕 

②地域たすけあいの会（美濃加茂市） 

 こども・若者の自立を目指す料理教室 〔300,000円〕 

③NPO法人子ラボハウス キキの家（郡上市） 

 グレーゾーンの小学生支援（サタディ）と未就園児親子支援（リトルキキ）と 

  サタディOBの集い（サンディ）〔300,000円〕 

④子育て支援いちご（養老町） 

 ようろうこども食堂〔134,600円〕 

⑤NPO法人あゆみだした女性と子どもの会（岐阜市） 

 面会交流支援事業 〔300,000円〕 

⑥NPO法人こぎつねくんわーるど（恵那市） 

 子育て支援居場所作り「こぎつねの森」〔200,000円〕 

⑦ぎなんプレーパークの会（岐南町） 

 大人も子どもも学びあい、まざりあう場づくり～不登校児童生徒の居場所づくり～〔283,950円〕 

 

【A-2】ステップアップ助成 申請数4件 採択数3件 合計546,706円 
①alcma(あるくま）（多治見市） 

 「アレルギーっ子 たじみあるくまっぷ」作成・普及事業〔200,000円〕 

②NPO法人仕事工房ポポロ（岐阜市） 

 不登校・ひきこもりの子ども、若者とのコロナ後の新たな「オンライン居場所」の 

 可能性の探求とAKIRAオンラインライブ開催〔200,000円〕 

③Kinder Land（各務原市） 

 法人格取得の準備とリーフレット作成事業〔146,706円〕 

 

【B】利用者負担軽減助成 申請数5件 採択数5件 合計619,600円 
①あしたの支援室（大垣市） 

 ひきこもり当事者の女子の会「ラルジュ」（交通費負担軽減）〔50,000円〕 

②NPO法人ふる里めいほう（郡上市） 

 明宝放課後児童クラブ運営事業（（ひとり親家庭の利用料軽減））〔111,600円〕 

③岐阜キッズな（絆）支援室（岐阜市） 

 「てらこや無償塾」へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業〔200,000円〕 

④NPO法人東濃こどもレスキューミッションJスペース（瑞浪市） 

 学童保育ひまわりハウス（ひとり親家庭の登録料減免）〔90,000円〕 

⑤NPO法人学習館みずほ（瑞穂市） 

 放課後子ども教室（ひとり親家庭の利用料軽減）〔168,000円〕 

 

【C】東海ろうきん未来応援基金「物品購入助成」申請数3件 採択数2件 助成総額200,000円 
①一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

生活困窮世帯など学習に困難を伴う子どもたちへの学習支援事業（物品：教科書10セット） 〔100,000円〕 

②CoderDojo東濃 (岐阜）（多治見市） 

 プログラミング教室事業 （物品：プログラミング用パソコン2台）〔100,000円〕 

各団体の活動の様子は、随時、Ｆａｃｅｂｏｏｋ等で紹介していきます。 

採択証書は、密接を避け、 

１団体が代表して、鳥居審査委

員長から受け取りました。 

審査委員でもある東海ろうきんの

板屋氏に寄付者代表のあいさつを

お願いしました。 

全員マスク着用。検温、手指消毒、換気しながら

の実施。団体の事業紹介は、マイクは２本を交互

に消毒しながら使っていただきました。 
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【A-１事業助成】 全9件 助成総額1,913,830 円  
①ようろうこども食堂（養老町） 

 ようろうこども食堂  

 〔138,000円〕（総事業費165,763円）  

②NPO法人キッズスクエア瑞穂（瑞穂市） 

 障がい児親子の孤立化を防ぐ地域づくり事業 

  〔280,000円〕（総事業費 312,933円）  

③NPO法人子援隊（関市） 

 夏休み学習支援イベントの実施事業 

 〔100,000円〕（総事業費132,857円）  

④子育てサロン愛（郡上市） 

 地元郡上で、生き辛さを抱えた小・中・青年と障がい児・者が 

 共に劇やダンスを楽しむ活動 

 〔260,000円〕（総事業費289,242円）  

⑤盲重複児・者のこれからを考える会 ポコアポコ（岐阜市） 

 盲重複障がいを有する人たちの居場所づくり推進事業  

 〔210,454円〕（総事業費362,113円）  

⑥特定非営利活動法人つむぎの森（各務原市） 

 親と子どもをつなぐワークショップ 

 〔172,500円〕（総事業費287,083円）  

⑦特定非営利活動法人子ラボハウス キキの家（郡上市） 

 グレーゾーンの小学生支援（サタディ）と未就園児親子支援（リトルキキ）

〔232,476円〕（総事業費 329,519円）  

⑧特定非営利活動法人仕事工房ポポロ（岐阜市） 

 シングルペアレント支援事業 

 〔221,312円〕（総事業費259,554円）  

⑨フードバンクぎふ（大垣市） 

「子ども食堂」を中心にした子ども、若者への食糧支援 

 〔299,088円〕（総事業費299,088円）  

 ２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日に実施した助成事業の報告と精算が終了いたしました。 

 ２０１９年度は、全１７件 総額 ２，６９７，１３０円の助成事業を実施することができました。 

2019年度助成事業の実施報告 

【A-2】ステップアップ助成 全2件 助成総額380,000円 
①特定非営利活動法人チャイルドラインぎふ（岐阜市） 

 子どもたちの声を聴く“受け手”の仲間の輪を広げよう 

  〔180,000円〕（総事業費 212,532円）  

②一般社団法人もちもちびと（高山市） 

 誰もが活かされ誰もが生きやすい優しい世界に向かって 

 ネットワークを広げる事業 

  〔200,000円〕（総事業費 590,496円）  

【B】利用者負担軽減助成 全3件 助成総額223,286 円 
①あしたの支援室（大垣市） 

 ひきこもり当事者の女子の会「ラルジュ」（交通費負担軽減）〔30,416 円〕 

②特定非営利活動法人ふる里めいほう（郡上市） 

 明宝放課後児童クラブ運営事業（利用料補助）〔33,500円〕 

③岐阜キッズな（絆）支援室（岐阜市） 

 「てらこや無償塾」へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業〔159,370 円〕 

【C】東海ろうきん未来応援基金「物品購入助成」 全3件 助成総額180,014 円 
①任意団体ハッピーハーモニー（岐阜市） 

 障がい児のための音楽祭  

 物品：パラバルーンプレイパラシュート1個 〔27,000円〕 

②特定非営利活動法人らいふくらうど（山県市） 

 防災セットによる災害時対応、災害対策啓発事業 

 物品：防災セット3個 〔56,700円〕 

③特定非営利活動法人思い出の絵本展（飛騨市） 

 出前絵本展「おいしい絵本」でみんな元気！ 

 物品：大型絵本9冊、絵本9冊、パネルシアター４セット〔96,314 円〕 

 皆様のご寄付により、２０１９年度に続き、２０２０年度も多くの助成事業を実施することができま

す。ありがとうございます。 

 コロナ禍により、困難を抱える若い世代はより大変な状況になっています。地域の子ども・若者・子育

て家庭を支える団体が支援活動を続けていけるよう、これからも、どうぞよろしくお願いいたします。 

・交通費の負担軽減は、遠方から参加する子にとって

も、送迎をする親にとっても、安心して参加できる条件

の一つになっています。 

・母子家庭のお子さんの利用料軽減により、経済的助け

となり、安心した生活を送ることができました。  

・この軽減事業は、「子どもや家庭がお金の心配なく無償

塾に通える」環境整備に、非常に効果があります。 

（各団体の報告より）  

各団体の詳しい報告はぎふハチドリ基金

のホームページをご覧ください。 


